






























































































































































































































































































*I 三省堂「高等学校国語I」 1986年 初 版
*2 山下の「待つ」の授業は、平成 6、7、10年に高校 2年生を対象に行なった。持ちクラスはいずれも
4クラスずつ。 1学級は 45人程度。
*3 「言葉なき歌」の提示については、鳴島甫先生にご教示いただいた。
*4 『中原中也言葉なき歌』中村稔筑摩書房 1990年
*5 同様の一文が第 4段落中にも見られるが、同じ効果を指摘できると考えられる。
*6 他にもさまざまな効果的な表現を指摘することはもちろん可能であるが、本稿では「掟破り」に重点
を習き、三点に絞って論を展開した。
付記 本稿は、平成 10年度筑波大学国語国文学会において、口頭発表したものを基に纏めたものである。
発表の機会を与えてくださった桑原隆先生、「言葉なき歌」のご教示をいただいた鳴島甫先生をは
じめ、多くの先生方からご教示いただけましたことを深謝申し上げます。
（やました なおし 東京学芸大学附属高等学校）
（付録）『待つ』の本文（全文）
待つ 太 宰治
省線のその小さい駅に、私は毎日、人をお迎えにまいります。だれとも、分からぬ人を迎えに。
市場で買い物をして、その帰りには、必ず駅に立ち寄って駅の冷たいベンチに腰を降ろし、買い物かご
をひざに乗せ、ぼんやり改札口を見ているのです。上り下りの電車がホームに到着するごとにたくさんの
人が電車の戸口から吐き出され、どやどや改札口にやって来て、一様に怒っているような顔をして、パス
を出したり、切符を手渡したり、それから、そそくさとわき目も振らずに歩いて、私の座っているベンチ
の前を通り駅前の広場に出て、そうして思い思いの方向に散って行く。私は、ぼんやり座っています。だ
れか、一人、笑って私に声を掛ける。おお、怖い。ああ、困る。胸が、どきどきする。考えただけでも、
背中に冷水をかけられたように、ぞっとして、息が詰まる。けれども私は、やっばりだれかを待っている
のです。いったい私は、毎日ここに座って、だれを待っているのでしょう。どんな人を？ いいえ、私の
待っているものは、人間ではないかもしれない。私は、人間を嫌いです。いいえ、怖いのです。人と顔を
合わせて、お変わりありませんか、寒くなりました、などと言いたくもないあいさつを、いい加減に言っ
ていると、なんだか、自分ほどのうそつきが世界中にいないような苦しい気持ちになって、死にたくなり
ます。そうしてまた、相手の人も、むやみに私を警戒して、当たらず障らずのお世辞やら、もったいぶっ
たうその感想などを述べて、私はそれを聞いて、相手の人のけちな用心深さが悲しく、いよいよ世の中が
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いやでいやでたまらなくなります。世の中の人というものは、お互い、こわばったあいさつをして、用心
して、そうしてお互いに疲れて、一生を送るものなのでしょうか。私は、人に会うのが、いやなのです。
だから私は、よほどのことでもない限り、私のほうからお友達の所へ遊びに行くことなどはいたしません
でした。家にいて、舟と二人きりで黙って縫い物をしていると、いちばんらくな気持ちでした。けれども、
いよいよ大戦争が始まって、周囲がひどく緊張してまいりましてからは、私だけが家で毎日ぼんやりして
いることがたいへん悪いことのような気がしてきて、なんだか不安で、ちっとも落ち着かなくなりました。
身を粉にして働いて、直接に、お役に立ちたい気持ちなのです。私は、私の今までの生活に自信を失って
しまったのです。
家に黙って座っていられない思いで、けれども、外に出てみたところで、私には行くところが、どこに
もありません。買い物をして、その帰りには、駅に立ち寄って、ぼんやり駅の冷たいベンチに腰掛けてい
るのです。どなたか、ひょいと現われたら！ という期待と、ああ、現われたら困る、どうしようという
恐怖と、でも現われた時にはしかたがない、その人に私の命を差しあげよう、私の運がその時決まってし
まうのだというような、あきらめに似た覚悟と、その他さまざまのけしからぬ空想などが、異様に絡み合っ
て、胸がいっばいになり窒息するほど苦しくなります。生きているのか、死んでいるのか、分からぬよう
な、白昼の夢を見ているような、なんだか頼りない気持ちになって、駅前の、人の往来のありさまも、望
遠鏡を逆にのぞいたみたいに、小さく遠く思われて、世界がシンとしてしまうのです。ああ、私はいった
い、何を待っているのでしょう。ひょっとしたら、私はたいへんみだらな女なのかもしれない。大戦争が
始まって、なんだか不安で、身を粉にして働いて、お役に立ちたいというのはうそで、ほんとうは、そん
な立派そうな口実を設けて、自身の軽はずみな空想を実現しようと、何かしら、よい機会をねらっている
のかもしれない。ここに、こうして座って、ぼんやりした顔をしているけれども、胸の中では、ふらちな
計画がちろちろ燃えているような気もする。
いったい、私は、だれを待っているのだろう。はっきりした形のものは何もない。ただ、もやもやして
いる。けれども、私は待っている。大戦争が始まってからは、毎日毎H、お買い物の帰りには駅に立ち寄
り、この冷たいベンチに腰を掛けて、待っている。だれか、一人、笑って私に声を掛ける。おお、怖い。
ああ、困る。私の待っているのはあなたでない。それではいったい、私はだれを待っているのだろう。だ
んなさま。違う。恋人。違います。お友達。いやだ。お金。まさか。亡霊。おお、いやだ。
もっと和やかな、ばっと明るい、すばらしいもの。なんだか、分からない。例えば、春のようなもの。
いや、違う。青策。五月。麦畑を流れる清水。やっばり、違う。ああ、けれども私は待っているのです。
胸を躍らせて待っているのだ。目の前を、ぞろぞろ人が通って行く。あれでもない、これでもない。私は
買い物かごを抱えて、細かく震えながら一心に一心に待っているのだ。私を忘れないでくださいませ。毎
日、毎日、駅へお迎えに行っては、むなしく家へ帰って来る二十の娘を笑わずに、どうか覚えておいてく
ださいませ。その小さい駅の名は、わざとお教え申しません。お教えせずとも、あなたは、いつか私を見
かける。
※本文の表記は、三省堂「高等学校 国語Il」(1986年初版）による。
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